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情報技術をめぐる認識論の構図 

：記号論とネオ・サイバネティクスの交点 

椋本 輔（デザイン事務所代表／立命館大学ほか） 

発表要旨： 

 本発表では、情報技術をめぐる認識論的な理論研究について、これまでのアプローチと課

題を確認し、その克服の方途を検討する。昨今では、大規模言語モデルを中心とした AI 技

術の飛躍的発展と急速な日常への普及により、情報技術システムの主体化や人間との異同

をめぐる議論が改めて盛んである。しかし、人間のような／人間を超える知能として主体化

されるか否かに関わらず、情報技術すなわち「情報」を主題とする技術は必然的に、我々人

間の意味解釈や認識と不可分に存在している。情報技術のシステムは常に「人間と機械との

複合系」として、詳述すれば「人間のコミュニケーションと機械システムとの複合系」とし

て成立する。 

 そうした認識論的な観点での情報技術をめぐる理論研究は、近年まで様々なアプローチ

でなされている。理論的に特⾧有る例として、組織論的な情報システム研究に対して記号論

を中心にシステム論も併用することで認識論の観点を加える試み（Mingers&Willcocks, 

2023）や、認識論的なシステム論（ネオ・サイバネティクス）を中心に記号論も踏まえた

「デザイン意味論」（Krippendorff, 2006=2009）における情報技術についての議論が存在す

る。 

 本発表ではそれらを比較検討した上で、情報技術をめぐる認識論的な研究が、理論的な性

質の大きく異なる記号論とネオ・サイバネティクスとの交点となっていることの必然性に

ついて考察する。また、その交点における理論的な課題について、ネオ・サイバネティクス

の中で特に情報概念・情報技術に関わる理論を深め、また生命記号論との理論的関係も検討

されてきた基礎情報学の知見（椋本, 2019&2026）を援用することで、克服の方途を検討し

ていく。 
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